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早稲田大学
企業連携ワークショップ

企業が実際に抱える問題について、様々な学部・学年の学生
がチームを組み、企業による指導、監修のもと、主に夏季休業
期間を中心に活動。最終報告で企業トップに提案を行う。

４年間で段階的に学ぶ学習プログラム。企業から提示される
課題にチームで挑み、学内コンテストで選ばれた代表チーム
が企業にプレゼンテーションを行う。

企業や地域とコラボレーションして現実課題を題材にチーム
で挑む。提案や実施内容を企業や地域が評価する。

企業・自治体・国際機関等と連携するプラットフォームを
構築し、広島の街全体をキャンパスとして連携団体の課題
解決へのプロセスを実践的に学ぶ。

立教大学
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プロジェクト授業
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84.0%
76.9%
48.1%

特に期待する能力（回答上位３つを抜粋）　n=376
課題設定・解決能力
論理的思考力
創造力

回答割合
80.1%
72.1%
42.6%

教育プログラム面の改革（回答上位３つを抜粋）　n=374
課題解決型の教育プログラム（PBL等）の充実
IT教育・AIリテラシー教育の推進
社会や企業のニーズに対応した教育プログラムの迅速な構築・充実

回答割合
67.9%
43.9%
41.4%

近年、教育分野でプロジェクトベースドラー
ニング（Project-Based Learning, PBL）の導入
が進んでいます。PBLは、1990年代初頭にアメ
リカの教育学者John Dewey氏が、自発性、創
造性、知識の応用力、コミュニケーションスキ
ルを身につける教育方法として初めて教育現
場で実践に取り入れたとされています。
従来の日本の学校教育では、一般的に講義形

式の学習（Subject-Based Learning, SBL）が行
われてきました。SBLでは、学習者の属性に応
じた教科書の内容を一通り学習し、最終的にテ
ストで習熟度を確認することが重視されるた
め、知識の習得に効果的です。一方、PBLは「課
題解決型学習」とも呼ばれ、グループディス
カッションを通じて課題に取り組む過程で問
題を見つけ出し、解決するためにどのような知
識が必要か、その知識を得るためにはどのよう
に学ぶべきかを主体的に決定します。そして、
多角的にアプローチして導き出した答えを他
者に発信するまでの過程が重視されます。PBL
には決まった答えはありませんが、身近な社会
問題や実生活に関連する課題を取り上げるこ
とで、学習が単なる知識習得にとどまらず、実
際の問題解決に役立つことを理解しやすくな
ります。
社会の変化や国際的な潮流への対応が求め

られる中、文部科学省は主体的・能動的で深い
学びを実現するためのアクティブラーニング
の手法の一つとして、教育現場へのPBL導入を
推進しています。2013年度からは、大学等が地
域社会と連携し、地域の課題（ニーズ）と大学の
資源（シーズ）をマッチングさせることで地域
課題の解決を図り、課題解決に向けて主体的に
行動できる人材を育成する「地（知）の拠点整備

事業」（Center of Community, COC）が開始さ
れました。これにより、多くの大学が問題解決
能力や思考力を養うPBLカリキュラムを導入
しました。さらに、2015年度からはCOCを発展
させ、企業等とも協働して地域の雇用創出や地
域が求める人材育成に取り組む「地（知）の拠点
大学による地方創生推進事業」（COC+）が始ま
り、産官学の連携が進められ、地域課題の解決
に向けた共同研究などの実践的なカリキュラ
ムが拡充されました（図表１）。
PBLを通じて身に付ける問題解決能力や思

考力に、企業も注目しています。一般社団法人
日本経済団体連合会が2021年に会員企業等を
対象に実施したアンケート調査によると、採用
の観点から大卒者に特に期待する資質として
「主体性」、期待する能力として「課題設定・解
決能力」、大学が今後優先的に取り組むべき教
育プログラム面の改革として「課題解決型の教
育プログラム（PBL等）の充実」が最も高い割合
を占めました（図表２）。企業は、自ら考えて行
動できる人材を重視しており、PBLを通じて身
に付けるスキルが実際の職場で求められる資
質や能力と親和性が高いことから、こうしたス
キルを育成する教育プログラムの充実に期待
していると考えられます。
PBLをより充実させるためには、①指導者自

身のプロジェクト設計やファシリテーターと
してのノウハウを高める研修やサポート体制
の整備、②PBL学習者の学習過程や主体性、創
造性など多面的な要素を適切に評価する方法
の確立などへの対応が求められます。これらの
課題に対応するためには、官民が一体となった
取り組みが重要であると言えます。
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プロジェクトベースドラーニング（PBL）

「身長を伸ばすにはどうすれば良いのだろう
か？」と中学生の頃に悩み、食事について調べ
たことが、私の栄養学への興味の始まりです。
当時は効果的な方法を見つけられず、多くの同
級生に身長を追い抜かされてしまいました。
その悔しい思い出が未だに探求心を掻き立て
ており、おかげさまで身長に影響がある因子の
知識を少しばかり入手できました。せめて、次
の世代には後悔なき成長をして欲しいという
思いを胸に、本稿を綴ります。
まず、身長は遺伝により８～９割が決定し、
強い因子として両親の身長があります（参考文
献：Silventoinen et al., Am J Public Health, 
2000，Visscher et al . ,  Am J Hum Genet ,  
2015）。日本人の身長の予測式として、以下の
ものがあります（参考文献：Ogata et al., Clin 
Pediatr Endocrinol, 2007）。
男性：（父親の身長＋母親の身長＋13）÷２±９
女性：（父親の身長＋母親の身長－13）÷２±８
±９は多くの場合に収まる変動幅です。私の
家族は、見事に上記式の±０の値です。もちろ
ん、上記式を外れる例外（遺伝的特異や著しく
特徴的な環境）はありますが、多くの人に適応
できる予測式となっています。以前の予測式
は最後に「＋２」がありましたが、それは両親の
身長が環境因子改善前のものであり、現在では
親子世代間の環境因子に大きな違いがないた
め、＋２は取り除かれています。
では、身長に影響を与える環境因子とはなん
でしょうか？それは、食事です。国際的な研究
において、身長と強い正の相関（一方が増える
ともう一方も増える関係）がみられた因子は、
タンパク質摂取量とエネルギー摂取量でした

（Grasgruber et al., Econ Hum Biol, 2020）。
骨は、タンパク質の柱にカルシウムとリン酸が
付着して構成されますので、納得です。カルシ
ウムは、骨の長さの成長よりも丈夫さに影響
を与えますので、健康の観点ではカルシウムを
蔑ろにして良いわけではありません。エネル
ギー摂取は不足すると、脳、内臓、筋肉などを
動かすために、少ないエネルギーが優先的に使
われます。そのため、成長のためにエネルギー
が使用できなくなり、骨を成長させるホルモン
分泌が抑制されてしまいます。
その他に影響が強そうな環境因子として、睡
眠や運動がありますが、食事ほど明確な研究成
果を私は把握できていません（ご存知の方は教
えてください）。充分な睡眠や適度な運動は、
骨の延伸作用がある成長ホルモンの分泌を促
すことは明らかにされております。しかし、生
活行動で変動する成長ホルモンの分泌量がど
の程度身長に影響を及ぼすのか、どれだけの睡
眠時間や運動が身長にとって必要かは、明確で
ありません。また、過度の運動は体内のエネル
ギー不足を招く恐れがあります。スポーツ活
動を行っている子どもは、意識的に沢山の食事
を摂取する必要があります。
以上の研究成果とメカニズムより、タンパク
質摂取とエネルギー摂取を意識することが、身
長の遺伝上限を引き出す方法と言えます。ご
飯、肉、魚、豆、卵、乳製品を沢山食べましょ
う！ただし、暴食が身長延伸に繋がるわけでは
ありませんので、肥満にならない範囲で沢山食
べてください。もちろん、野菜や果物も健康の
ためには忘れずに食べましょう。
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